　　　　　　第４８回上田千曲高等学校関東同窓会総会議事録　　　　　(１）

第４８回 関東同窓会総会　［ 令和4年10月22日（土）14時00分より 日本教育会館　9F 喜山倶楽部 光琳の間 ］
【関東同窓会総会議事録】　　＊ 関東同窓会総会参加者数:24名　

                            ＊ 参加者氏名（敬称略）・建築科4名：小林　久(S.29) 荒木重俊(S.33) 沢崎明彦(S.38)

　　　　　　　　　　　　　　　 大野年司(S43)・機械科11名：竹内正行(S36) 宮下平八郎(S36) 高野栄昭(S38) 髙橋

                               忠正(S39) 一之瀬和夫(S39) 茂木正二郎(S39) 柳沢今朝雄(S39) 小西茂雄(S42) 

                               中村享二(S44)　寺島芳雄(S44)　飯田義雄(S42)・電気科4名：坂口光治(S41)　馬場

                               昌信(S46) 深町和弘(S47) 坂田和夫(S47)　・商業科3名：小林重利(S32)　塚田昌司

                               (S32) 上ノ山勝信(S32)　・家庭科2名：三浦園枝(S31)　人見昭子(S34)　　　　

   第４８回 関東同窓会総会　  14:05～14:10

                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 司会    馬場　昌信　理事(電気科S46年卒)

　   　式次第

（1） 関東同窓会の物故者に対してに黙祷　（１分）

（２）開会の辞　　司会　　馬場理事より開会宣言

(３) 校歌斉唱　　１番まで参加者全員で斉唱  　（曲の伴奏に合わせて）

（4） 杉崎会長メッセージ代読    本来であれば杉崎会長が挨拶されるところ、急きょ杉崎 壽三男　関東同窓会会長

　　　　　　　　（建築科 S29年卒）が入院治療中で総会には参加できない旨連絡が来ました。その代わりに、杉崎会

　　　　　　　　　長よりメッセージが届きましたので、近況及び50回総会へ向けての会長の想い等を坂田和夫総会
実行委員長よりメッセージは、代読され参加者に紹介された。
（メッセージは参加者全員にコピーを配布）

　　　　　　　　　また、本日の総会に参加予定であった、本部同窓会役員の深町共榮同窓会長、清水高市副会長、南

　　　　　　　　　波ひろみさんの３人の方も急きょ参加できなくなった旨が、坂田実行委員長から告げられた。

　

　(５) 事務局長から杉崎会長の健康状態の説明　　ここで、中村事務局長より杉崎会長の健康状態に付き、関東同窓

　　　　　　　　　会総会の参加者に対して説明がなされた。１０月の始めに菅平山荘で急な高熱があり、上田医療セ

　　　　　　　　　ンターに緊急入院されました。その後、治療・リハビリをして、10/20に精密検査があり問題はな

　　　　　　　　　いと言われたとのことで、来週月曜日に再度精密検査を受けお墨付きをもらい、火曜日（10/25） に

　　　　　　　　　は退院予定と聞いております。「杉崎会長本人はご心配をお掛け致しました大丈夫です。東京に戻

　　　　　　　　　りましたらリハビリに努め、また元気な姿を皆さまに見せたい」との事でした。と報告された。

　　　　　　　　　　

 （６）関東同窓会総会議事　

                  ここで司会の馬場理事から、会則第9条に基づき令和３－４年度事業報告等の総会議事に入ること

　　　　　　　　　を宣言し、先ず議長を選出してから、第４８回 関東同窓会総会の議事に入ることを告知した。

議長選出　  　司会者より議長選出につき、電気科昭和４１年卒の坂口光治理事を推薦し、参加会員に声をかけた

　　　　　　　ところ、異議なしで全員が賛同、坂口光治理事が議長に就いた。

議長より議事進行開始　　坂口議長より、議事の議事録作成の書記として坂田和夫副事務局長（電気科Ｓ47年卒）、署名者として髙橋忠正機械科部会長（Ｓ39年卒）が指名された。

　　(２)　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①第一号議案　R3-4年度事業報告（案）、決算報告（案）　　　（※議案書は会員に当日受付にて配布済み）

中村事務局長（機械科Ｓ44年卒）より、

1） ＜第１号議案＞事業及び決算報告（案）（令和3年10月1日～令和4年9月30日）について総会資料(議案書)

　　　　　　に基づき説明がなされた。

①令和3-4年度の事業報告(案)では、[関東同窓会][母校・本部][関連]の３つの事業に大別して、１年間にわたる事業報告がなされた。

【 関東同窓会の主な事業 】

・R3.10.23; 第47回関東総会を予定するも、コロナ禍により中止

・R3.10.24; 臨時執行部会、於東京ボランテイア活動センター（ＴＶＡＣ）、参加者４名

・R3.10.31; R3-4年度臨時役員会　於ＴＶＡＣ、（事業結果及び計画審議・承認）参加者11名

・R4.01.12; 第一回役員会、於赤羽会館(会員名簿見直し再整備決議)参加者11名

・R4.01.30; 機械科部会実施、（名簿整理他）参加者8名

・R4.05.12; 第二回役員会実施、於ＴＶＡＣ、参加者10名

・R4.07.13; 第三回役員会実施、於ＴＶＡＣ、参加者12名

・R4.07.25; 会報第27号発行

・R4.08.10; 総会案内状及び会報発送

・R4.08月 ; 千球会(ゴルフ)リモート打ち合わせ(来春より再スタート計画)　

・R4.09.30; 第四回役員会実施、於ＴＶＡＣ、参加者15名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【 母校・本部関連事業 】

・R3.12.19; 本部同窓会会員大会、於高砂殿、中村事務局長参加

・R4.03.05; 本校卒業式(祝電対応)、273名

・R4.04.06; 本校入学式(祝電対応)、236名

・R4.04.27; 本部同窓会理事会、於母校、杉崎会長参加

・R4.05.22; 本部同窓会総会、於ささや、中村事務局長参加

　　　 

        【 関連部門事業 】 

　                                                                                         　 

　　　 ・R3.12.09; 東京及び東信同窓連理事会、於日本教育会館（36校 39名)､中村事務局長参加 

       ・R4.04.16; 東信同窓連役員会 於教育会館（6校 6名)、中村事務局長参加

　　　 ・R4.07月 ; 会報第26号発行（広報委員）

　　 　・R4.09.27; 東信同窓連役員会 於教育会館（5校 5名)、中村事務局長参加

         ＊ 以上が令和3-4年度の事業報告(案)となります。

　

　　　引き続き、中村事務局長から、第1号議案 ②令和3-4年度決算報告(案)(令和3年10月1日～令和4年9月30日）を「令和3-4年度決算報告書（案）」（総会配布議案書）に基づき詳細な報告がなされた。

主旨説明として、収入の部、1,025,857円、支出の部、1,025,857円(次年度繰越金として790,767円を含む)であるとの報告があった。特記事項としては、会報の印刷代は広告掲載料でまかない、特別会員の申し込み等により、第47会総会はコロナで中止であった為。財政面ではプラスに転じているとの報告がなされた。

　　　　＊詳細は下記のとおり

（３）

令和3-4年度決算報告書（案）（自R3.10.1-至R4.9.30）


　　　　　　　　　　　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出の部　　　　

　　　科目          　金額(円)　　　　　　摘要　　　　　　　科目　　　　　金額（円）　　　　　摘要

　前年度繰越金        727,857                            総 会 費      　　　95,881      第48回準備関連
　年 会 費    　　　　146,500                          　会 議 費            57,130

  特 別 会 費          50,500         6名                 通 信 費　　　　　  15,797

  総 会 費          　  1,000  　   第47回コロナ中止       交 通 費            28,780　　　本部役員会等
  会 議 費             53,000                            事 務 費            19,246      内会報印刷9,537
  広 告 収 入          27,000       会報広告掲載料 　　　 その他会費等        18,256      同窓他団体等                    

  雑 収 入             20,000　　　 会員寄付等            次年度繰越金       790,767     

     合　計　　　　 1,025,857                               合　計　　　　1,025,857

　　　　

      続いて、

　　　２）＜第二号議案＞会計監査報告（令和3年10月1日～令和4年9月30日）について、事務局より提出された

　「令和3-4年度決算報告書（案）」につき監査した結果をご報告頂きますと議事を進行。

　　

　　　・会計監査報告を、会計監査役の塚田昌司さん（商業科S32年卒）沢崎明彦さん（建築科S38年卒）、より

　　　　報告をして頂いた。

　・会計監査の方に提出頂いた「会計決算報告書（案）に関し、帳簿、証憑等照合監査の結果、相違ないことを確

　　認致しました。」と報告がありました。

　・監査日の日付は、令和4年10月1日で、会計監査の塚田昌司氏と沢崎明彦氏の署名・捺印がなされております。

　　　 ここで、坂口議長より一括して、＜第１号議案＞の①「令和3-4年度の事業報告(案)」、②「令和3-4年度決算報

        告（案）」、＜第2号議案＞会計監査報告（令和3年10月1日～令和4年9月30日）について質疑を求めましたが,

        質問はなく、異議なしとの声が上がり、採決に移り、全員の拍手で承認されました。

       これをもって、＜第１号議案＞　①「令和3-4年度の事業報告(案)」、②「令和3-4年度決算報告書（案）」は、（案）

        がとれ、「令和3-4年度の事業報告」、②「令和3-4年度決算報告書」となったことを議長が宣言。

　　３）＜第三号議案＞令和4-5年度事業計画(案)及び予算(案)（自R４.10.1～至R5.9.30）の審議

①事業計画（案）の説明　

 中村享二事務局長（機械科S44年卒）より、令和4-5年度事業計画（案）（令和4年10月1日～令和5年9月30日）

　　　　 について、総会資料(議案書)「事業計画（案）」に基づき、提案がなされた。

【運営方針】

 コロナ禍も丸3年を経過し、4年目を迎える今年度においては、諸般の状況を見定めながら昨年度に続き、会

 存続に向けた地道な”参加会員掘り起し活動”を継続実施する。

　事業面としてはメイン事業としての総会とその他事業の再開・充実及びホームページ（ＨＰ）”関東サイト”

　の内容充実と発信強化を図り会員が参加し易い環境醸成を模索する。

　　　≪実施事項≫ 

　　 (1) 各部会における名簿管理を徹底し最新情報への遂次更新を行う。

　　 (2) 部会内及び部会横断での連携・交流を促進する。

(3) 総会運営方法と内容の改善検討を行う。→実行委員長の部会持ち回りはやめる。

     (4) ＨＰへの掲載記事数アップと構成改善による発信力強化を図る。→告知活動の推進が必要である。                                                       

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４)

【主な行事・事業予定】

　＜関東関連＞

　　　・R4.10.22；第48回総会、於日本教育会館

 ・R5.01.18；第一回役員会、於東京ボランテイア市民活動センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ・R5.04月 ；第二回役員会、於東京ボランテイア市民活動センター　

 ・R5.04月 ；千球会ゴルフコンペ 

 ・R5.07月 ；第三回役員会、於東京ボランテイア市民活動センター 

 ・R5.09月 ；第四回役員会、於東京ボランテイア市民活動センター

 ・R5.10月中旬土曜日；第49回関東同窓会総会開催予定

　　　＜母校・本部関連＞

　　　　・先方の計画に沿い、極力参加する。

　　　＜他団体関連＞

　　　　・先方の計画に沿い、主力行事には極力参加する。

　　　 ここで、事業計画（案）の説明・提案は以上で終了。

続けて、中村事務局長から総会資料（議案書）に基づき②予算（案）について説明。

②予算（案）…「令和4-5年度予算書（案）」（自R4.10.1～至R5.9.30）に基づき、令和4-5年度予算（案）について、議案書を提示しながら説明された。

・収入の部；前年度繰越金：790,767円、年会費：100,000円、特別会費：50,000円、総会費：25,000円、会議費：50,000円、広告収入：20,000円、雑収入15,000円、合計：1,050,767円

・支出の部；総会費：200,000円、会議費：50,000円、通信費：20,000円、交通費：50,000円、事務費：30,000円、その他会費等：20,000円、次年度繰越金：680,767円、合計：1,050,767円

　となることが、計上提案された。今回の第48回総会の総会費は令和4-5年度予算になる。詳細は以下の通り。

令和4-5年度予算書（案）（自R4.10.1-至R5.9.30）


　　　　　　　　　　　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出の部　　　　

　　　科目          　金額(円)　　　　　　摘要　　　　　　　科目　　　　　金額（円）　　　　　摘要

　前年度繰越金        790,767                            総 会 費      　 200,000       第48回実施49回準備 

   年 会 費    　　　　100,000                            会 議 費          50,000

  特 別 会 費      　  50,000               　　　　　　 通 信 費　　　　  20,000  　　 各種案内等通信費
  総 会 費          　 25,000  　   第48回分              交 通 費          50,000　　　 本部役員会等

  会 議 費             53,000                            事 務 費          30,000       

  広 告 収 入          20,000       会報広告掲載料 　　　 その他会費等       20,000      同窓他団体会費等                    

  雑 収 入             20,000　　　 会員寄付等            次年度繰越金      680,767     

     合　計　　　　 1,050,767                              合　計　　　　1,050,767

　　　　ここで、坂口議長より、３）＜第3号議案＞①の事業計画（案）、②令和4-5年度予算書（案）に対して一括で

　　　　質疑があるか否かを求めたところ、質問があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(５)　

　　　　まず、令和4-5年度事業計画（案）につき、機械科部会長の髙橋忠正氏（機械科S39年卒）より、機械科部会で

　　　　令和5年4月に機械科部会のイベントを開催予定していますので、事業計画に入れてほしいと要望があり、中村

　　　　事務局長が分かりました事業計画にいれますと回答。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　また、事業計画（案）の≪実施事項≫ (4) ＨＰへの掲載記事数アップと構成改善による発信力強化を図る。

　　　　につき、関東同窓会のホームページ運営委員長の茂木正二郎氏（機械科S39年卒）からホームページの関東コ

　　　　ラムの等につき、意見・要望が述べられた。

　　　　　まずは、ホームページを見てほしい。2年あまり続けていますが、関東同窓会の活動の告知の上からも、ホ

　　　　ームページの周知は大切である。

　　　　　皆様方から、頂く記事が大事であり、最大のコンテンツである。皆様方から寄せられる記事が頼りであり、

　　　　１０行でもいいから、身近な出来事を記事にして、送って頂ければありがたい。

        　ここで議長より、ほかに何か質問はありますかと、問いましたが、他になしとのことで、第三号議案の採決

　　　　に入った。採決に移り、全員の賛同の拍手をもって第三号議案は承認された。

　令和4-5年度事業計画（案）、令和4-5年度予算書（案）も採決され、（案）をとり「令和4-5年度事業計画」

｢令和4-5年度予算書｣となった旨を告げた。

続けて、その他の審議の有無について求めたが、他にはなく、坂口議長より、関東同窓会総会の議事はすべて終了した旨、宣言があり、第48回上田千曲高等学校同窓会総会の「議事」はすべて終了した。　　                     

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上議事は、14:15～14:55で終了

（7）  特別会員の挨拶　　小林　久 氏によるお話し　　ここで、司会より、杉崎会長より依頼されていた、昭和２９

                  年建築科卒業の小林　久様よりお話を頂戴する。（杉崎会長と同期）

　　　　＜話しの要旨＞

　　　　　昭和１０年生まれの８８才です。建築屋になった理由。小学校４年８月に終戦を迎えた。中学校1，２年の

　　　　時に校舎の建て替えを木造にて行っていた。その時の鳶の親父さんと大工の棟梁らしき人が新鮮でかっこ良か

　　　　ったのです。それにあこがれて上田千曲高校に入ったという経緯を語られた。

　　　　　上田千曲高校の校舎の印象は、格納庫という感じだった。

　　　　上田千曲高校を卒業したのが昭和２９年だったので「二九の会」と命名され、現在まで約７０年に亘って会が

　　　　続いています。

　　　　　千葉近在に住んでいる「二九の会」メンバーが６名が毎月船橋に集まり、会（懇親会）を開いている。この

　　　　会は、２０数年続いているがコロナ禍で現在は中止している。いつ復活できるかが待ちどおしい。

　　　　「二九の会」では会報を発行しており、そして昭和５８年、私たちが５０歳の時、寄せ書きをした訳ですが、

　　　　その中に先生方の寄稿があって私が気に入っている一文があります。

　　　　「二九の会」が長く続いている理由は、建築の同期はやんちゃな仲間ではありましたが、お互いに尊重する、

　　　　何かを決めようとすると自然と方向がまとまるという人間関係でここまで来ました。

　　　　学校が整備されていない中で、困難な環境を乗り越えたという事が原動力となっいると思う。

　　　　卒業後は、先輩の会社に勤めその後は、大林組に43年勤めました。と自身の経歴を述べられた。

　　　　　ここで、「二九会」の昭和58年の会報に寄稿された、久保先生の生徒を思う寄稿文を紹介された。

　　　　紹介された寄稿文は、教師が生徒を思う文面となっており、第一回学校開放の話しも含まれ生徒への熱い思い

　　　　があふれた寄稿文となっている。

　　（６）　　

　　　＜詳しくは、上田千曲高校関東同窓会のホームページ（関東コラム）に掲載予定ですので、ホームページを

　　　　　是非御覧頂きたい＞

　　　　小林久さんは、最後に、現在は近代化された教室で学ばれているのでしょうが、母校の生徒諸君も困難に打ち

　　　　勝つという精神をもって頑張ってほしいと思います。と千曲高校生徒への思いを吐露され話しを終えられた。

　　　　司会者より謝辞を述べ次に移った。

（8） 閉会の辞　　　司会の馬場理事より、本日の総会へのご協力にたいして参加者にお礼を述べ、第48回長野県上田

　　　　千曲高等学校関東同窓会総会を閉会と致しますと述べ関東同窓会総会は終了した。       

 総会終了　15:10

（9） 記念撮影（集合写真）　　参加者全員による記念撮影　　　　　　　  撮影者：馬場昌信理事　15:10～15:20

(10) 有志による二次会の案内　　司会の馬場理事より、有志による二次会を「座楽神保町店」にて開催する旨案内。

　　　１５：３０より会場を「座楽神保町店」に移し二次会（懇親会）を実施すると案内。

　　　＊　参加者：２１名

　　　※　二次会（懇親会）の内容については省略致いたします。

　　　以上、第４８回長野県上田千曲高等学校関東同窓会総会　議事録と致します。

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　・議事録作成日；R4.11.07 ; 議事録作成者：坂田 和夫　  （Ｓ47年 電気科卒）

　                 　　　　・議事録署名日；R4.11.11；議事録署名者：髙橋 忠正　  （Ｓ39年 機械科卒）

.　　

                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
